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ドリマーの 250-300 nm の吸収帯 (Figure 2A)は主にデンドン
部位 (ベンジルエーテル + ナフタレン)の吸収体であると
考えられ、300-350 nm の吸収帯はコアのスチルベン部位の吸
収帯であると考えられる。Figure 2B にデンドロン部位が主









は、ベンジルエーテルでは 4.2 eV、ナフタレンでは 3.9 eV、









mNpG4 の光異性化反応についての検討も行った。trans-mNpG4 のデンドロンが主に励起される 285 
nm 光を照射した結果、光照射に伴い 310 nm 付近の吸光度の減少が観測された。従って、エネルギー移
動を経由した光異性化反応が進行している事が示唆された。光照射に伴い蛍光スペクトルを測定した結
果、光照射に伴いナフタレン由来の蛍光強度の増加が観測された。また、スチルベン部位の吸収帯であ
る 330 nm で光照射を行った場合の trans-to-cis (Φt→c)と cis-to-trans (Φc→t) の光異性化量子収率の比率( Φc
→t / Φt→c)は、ほぼ 1 であった。この値は、330 nm の光を cis 体と trans 体の双方が吸収するため、両者の
この波長におけるモル吸光係数と、光定常状態における異性体比から求めた。従って、330 nm の光照射
では cis 体と trans 体を励起するとほぼ同じ比率で基底状態の cis 体と trans 体を与えることがわかった。
しかし、285 nm 光照射においては、Φc→t / Φt→c = 0.32 であった。これは、trans 体では高効率でデンドロ
ン部位からスチルベンにエネルギー移動するため、コアの trans-to-cis の異性化の効率と同等になるのに











Figure 2. Absorption (A) and fluorescence (B) 




















Chapter 2 ポリベンジルエーテル型スチルベンデンドリマーの溶媒効果 
デンドリマー内部の環境場は特異な反応場になる可能性がある。本章では、ベンジルエーテル型の
デンドロンをスチルベンのメタ位に置換したスチルベンデンドリマー(trans-BzG4)の光化学的特性を




和している事が示唆された。また、Figure 5 には trans-BzG4 とデンドリマーのコアに相当するテトラメ
トキシスチルベン (TMST)のベンゼン及びDMF中の蛍光スペクトルを示す。DMF中ではTMSTとBzG4













  Figure 4. Structure of trans-BzG4. Figure 5. Fluorescence spectra of trans-TMST (red line) and trans-BzG4 (green 
line) in deaerated benzene (A) and DMF (B) solutions. 
Figure 3. Energy diagram of intramolecular energy transfer and photoisomerization of mNpG4 dendirmer. 













状態において回転異性体が存在する 1,2-ジ(2-ナフチル)エテン (以下 DNE)に注目した (Figure 6)。DNE をコ
アに有する脂溶性(trans-G3)および水溶性(trans-wG3)の第三世代のデンドリマーを新規に合成し、その光化学












状態で 2 種以上の存在している事が考えられる (Figure 
7A)。さらに、吸収スペクトルの長波長端 (390 nm)で光













Figure 8. Changes in fluorescence spectra of 
trans-wG3 in aqueous KOH aqueous solution on 
irradiation at 330 nm. Spectra of the trans-isomer 
before irradiation (red line) and after irradiation till 
the photostationary state (PSS, blue line) are shown. 
Figure 6. Structures of trans-1,2di(2-naphthyl)ethene-cored dendrimers. 
Figure 7. Fluorescence spectra of trans-G3 in deaerated THF solution (A) and trans-wG3 in deaerated KOH aqueous solution (B). 
trans-wG3 に 330 nm 光照射を行うと、350 nm 付近のコア部位の吸収強度の減少が観測され、trans-cis
光異性化反応が進行している事が示唆された。また、光照射に伴い trans-wG3 の蛍光スペクトルの蛍光
強度の減少と短波長シフトが観測された (Figure 8)。以上の結果から、wG3 は trans-cis 光異性化反応に
より周辺に cis 体が生成される事で長波長部の trans 体同士の会合体由来の蛍光が減少し、短波長部の単
分子由来の蛍光が顕著になったと考えられる。 
さらに、wG3 の光定常状態における異性体混合物の蛍光スペクトルには、励起波長依存性が観測さ
れなかった。この wG3 の蛍光スペクトルは、THF 中の trans-G3 の s-cis, s-cis 体の蛍光スペクトルと類










メタ位にヒドロキシ基を 1 箇所置換した trans-1StOH、3 箇所置












trans-4StOH に水-アセトニトリル混合溶媒中で 310 nm
光を照射した結果、cis 体の生成と共にオレフィン部位に水が
付加した化合物 1 の生成が確認された (Figure 9)。また、同
様な実験を 1StOH 及び 3StOH で行うと水の付加体が確認さ
れた。オレフィン部位への水付加の量子収率は、1StOH で






Figure 9. Structure of hydroxystilbene derivatives 
and compound 1. 
Figure 10. Absorption and fluorescence spectra of 
hydroxystilbene derivatives in deaerated 
aqueous-acetonitrile solution. 
